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世
界
に
誇
り
明
日
を
拓
く

関
西
の

底
力

地
域
固
有
の
文
化
力
、

高
度
な
技
術
力
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
や
人
材
育
成
を
進
め
る
関
西
。

世
界
的
な
不
況
の
な
か
で
、

地
域
の
持
続
的
発
展
の
芽
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

世
界
に
誇
り
、地
域
の
明
日
を
拓
く
、

関
西
の
底
力
を
探
る
。
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地
域
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
発
展
へ―

―

淡路人形浄瑠璃の稽古風景



淡
路
島

掛
け
小
屋
で
熱
演
し
た
。
今
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
予
定
の
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
も
、
江
戸
時
代
、
淡

路
島
か
ら
大
坂
に
出
向
い
た
植
村
文
楽
軒
が
興
行
小
屋
を
開
い
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
。

　

し
か
し
近
代
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
、
演
芸
や
ラ
ジ
オ
、
映

画
の
人
気
に
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
後
継
者
難
と
な
っ
て
衰
退
の

道
を
辿
り
、
戦
争
や
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
る
事
態
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
一
九
六
九
年
、
後
継
者
育
成
と
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
存

続
を
図
る
た
め
、
島
内
一
市
十
町
（
当
時
）
が
（
財
）
淡
路
人

形
協
会
を
設
立
。
七
六
年
に
は
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
地
区
の
子
供
会
や
小
・
中
・
高
校
、

社
会
人
と
の
連
携
を
深
め
、
積
極
的
に
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い

っ
た
。

次
世
代
へ
、
地
域
文
化
の
伝
承

　

現
在
、
淡
路
人
形
座
が
と
り
わ
け
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
小
・

中
・
高
校
で
の
普
及
活
動
だ
。
人
形
遣
い
の
技
や
道
具
類
、
太
夫

や
三
味
線
の
役
割
、
三
味
線
の
作
り
方
や
音
の
鳴
ら
し
方
、
腹
式

呼
吸
に
よ
る
義
太
夫
節
の
語
り
方
な
ど
、
実
演
を
交
え
て
説
明
す

る
と
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
話
を
聞
き
、
熱
心
に
質
問
し
、

体
験
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
地
道
な
普
及
啓
発
活
動
が
評
価
さ
れ
、

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
、
〇
七
年
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン

タ
ー
が
創
設
し
た
第
一
回
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
無
形
文
化

遺
産
の
活
性
化
の
優
良
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
良
事
例
の
一
つ

神
事
と
芸
能
の
融
合

　

淡
路
島
の
南
端
に
建
つ
大
鳴
門
橋
記
念
館
内
に
、古
典
芸
能「
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
」
を
継
承
し
、
内
外
で
公
演
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
淡
路
人
形
座
」
の
本
拠
、「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
」
が
あ
る
。
定

時
公
演
は
一
日
五
回
。
人
形
の
し
く
み
や
操
り
方
を
紹
介
す
る
人

形
教
室
の
あ
と
、「
傾け
い
せ
い城
阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
が
始
ま
っ
た
。

胸
に
響
き
、
心
に
沁
み
込
む
太ふ
と
ざ
お棹
三
味
線
と
義
太
夫
節
。
巡
礼
と

な
っ
て
親
捜
し
の
旅
を
続
け
る
娘
お
鶴
が
、
そ
れ
と
知
ら
な
い
ま

ま
、
実
の
母
お
弓
と
再
会
す
る
名
場
面
が
舞
台
で
演
じ
ら
れ
、
観

る
者
の
涙
を
さ
そ
う
…
…
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
支
配
人
の
坂
東
千
秋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
遠

い
昔
、
豊
漁
と
安
全
祈
願
の
神
事
と
し
て
淡
路
島
に

伝
わ
っ
た
人
形
芝
居
に
、
約
四
百
年
前
、

三
味
線
を
伴
う
語
り
物
（
浄
瑠
璃
）
を
取

り
入
れ
て
独
特
の
人
形
浄
瑠
璃
が
誕
生
。
江
戸

時
代
、
隆
盛
を
誇
っ
て
島
内
に
四
十
以
上
の
座
が
で

き
、
各
座
が
舞
台
道
具
を
満
載
し
た
荷
車
を
ひ
い
て
、
東
北
か
ら

九
州
ま
で
各
地
を
旅
巡
業
。
丸
太
を
組
み
、
ム
シ
ロ
で
囲
っ
た
野
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コミュニティ発、世界へ、
無形文化遺産・淡路人形浄瑠璃❶「絵本太功記（たいこうき）」に登場する加藤正清（まさきよ）の人形　❷人形教室では、武者の角目頭（かどめかしら）の操り方の説明もある

❸「傾城阿波鳴門」巡礼歌の段を語る大夫と太棹三味線の演奏
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淡路島南端、「淡路人形浄瑠璃館」にほど近い、大鳴門橋の下から鳴門の渦潮を見る

巡礼お鶴人形
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奈
良

に
選
ば
れ
た
。

　
「
淡
路
島
に
は
大
学
が
な
く
、
就
職
先
も

少
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
は
高

校
を
卒
業
す
る
と
、
京
阪
神
な
ど
島
外
に
出

て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
彼
ら
が
、
自
分
の
故
郷
に
は
、
世
界
的
に

有
名
な
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
し
て

く
れ
れ
ば
」。
坂
東
さ
ん
は
、
地
域
で
の
普
及
活
動
に
託
す
思
い

を
そ
う
語
る
。

　

日
本
神
話
の
始
ま
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
る
国
生
み

の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
る
淡
路
島
は
、
古
来
、
漁
業
と
瀬
戸
内
海

交
易
の
拠
点
と
し
て
列
島
社
会
の
形
成
、
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。

島
の
農
業
も
、
農
閑
期
が
な
く
、
米
や
タ
マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
花か

き卉
な
ど
、
通
年
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培
し
て
き

た
。
そ
ん
な
勤
勉
な
島
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
技
と
精
神
が
次
世
代
の
若
者
た
ち
を
鼓
舞
し
、
将
来
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
舞
台
で
新
た
な
生
き
方
を
見
つ
け
、
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
人
形
浄
瑠
璃
を
自
ら
の
人
生
の
舞
台
に
選
ぶ
若

者
も
い
る
。「
現
在
の
団
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
学
や
高
校
時
代
、

地
元
で
人
形
浄
瑠
璃
を
観
劇
、
体
験
し
て
、
そ
の
魅
力
に
目
覚
め

た
の
を
き
っ
か
け
に
入
団
し
て
き
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
、
人
形
座

に
は
、
人
間
国
宝
の
師
匠
・
鶴
澤
友
路
を
は
じ
め
、
優
れ
た
太
夫
・

三
味
線
、
人
形
遣
い
が
い
て
、
国
内
ば
か
り
か
、
欧
米
な
ど
で
も

公
演
を
行
い
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
」
と
坂
東
さ
ん
。
実
際
、

こ
の
取
材
直
後
も
、
淡
路
人
形
座
は
一
カ
月
間
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ

リ
カ
公
演
に
旅
立
っ
た
。

海外の文化遺産修復も担う
復原研究と匠の技

25
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5

千
三
百
年
の
時
を
超
え
、「
大
極
殿
」
復
原
へ

　

奈
良
盆
地
北
端
。東
に
若
草
山
、西
に
生
駒
山
を
見
晴
ら
す
広
々

と
し
た
平
城
宮
跡
の
一
角
に
、
巨
大
な
格
納
庫
の
よ
う
な
仮
屋
が

そ
び
え
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
平
城
遷
都
千
三
百
年
に
合
わ
せ

て
、
文
部
科
学
省
の
外
局
で
あ
る
文
化
庁
が
実
施
し
て
い
る
「
第

一
次
大
極
殿
正
殿
復
原
事
業
」
の
建
設
現
場
で
あ
る
。

　

こ
の
大
極
殿
復
原
工
事
は
、〇
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。「
で
も
、

私
た
ち
が
大
極
殿
の
復
原
研
究
を
始
め
て
か
ら
、
四
半
世
紀
以
上

過
ぎ
て
い
る
ん
で
す
」
と
奈
良
文
化
財
研
究
所
（
奈
文
研
）
文
化

遺
産
部
建
造
物
研
究
室
長
の
窪
寺 

茂
さ
ん
は
言
う
。

　

復
原
研
究
は
、
大
極
殿
の
発
掘
調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し

そ
の
遺
構
は
奈
良
時
代
後
期
に
失
わ
れ
、
発
掘
調
査
で
は
基
壇
の

規
模
や
階
段
の
位
置
が
判
明
し
た
程
度
だ
っ
た
。
以
後
、
奈
文
研

は
、奈
良
時
代
と
そ
の
前
後
の
時
代
の
建
築
研
究
に
力
を
注
い
だ
。

　

さ
い
わ
い
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
至
る
木
造
建
築
が

三
十
棟
、
奈
良
県
内
に
現
存
す
る
。「
大
極
殿
は
、
平
城
宮
の
中

で
国
家
的
な
儀
式
を
行
う
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
、
寺
院
で
は
金
堂
に

あ
た
り
ま
す
」。
そ
こ
で
、
建
築
構
造
の
復
原
基
準
を
法
隆
寺
金

堂
と
し
、
組
物
（
屋
根
と
軒
を
支
え
る
構
造
材
）
な
ど
の
意
匠
の

基
準
を
薬
師
寺
東
塔
と
し
た
。
そ
し
て
現
存
す
る
三
十
棟
の
実
測

デ
ー
タ
な
ど
を
解
析
。「
古
代
建
築
の
設
計
手
法
、
設
計
理
論
を

明
ら
か
に
し
て
復
原
設
計
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
大
極
殿
の
全
体

像
を
描
き
出
し
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
何
十
年
に
も
わ
た
る
復
原
研
究
の
成
果
と
現
在
の
建

❹❺淡路人形浄瑠璃の稽古をする、南あわじ市立南淡（なんだん）中学校郷土芸能部の部員たち。部活動として淡路人形浄瑠璃に取り組んで26年になる
❻南あわじ春景色。淡路人形浄瑠璃は2年前、ユネスコ・アジア文化センターの「コミュニティにおける無形文化遺産の活性化の優良事例」に選ばれた

復原中の、大極殿正
殿の屋根を支える二
重地垂木（じだるき）
の組み立て（提供：文
部科学省）
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奈
良

62
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5

1

築
基
準
法
に
基
づ
い
て
復
原
設
計
を
完
成
さ
せ
、
〇
一
年
度
か
ら

文
化
庁
が
大
極
殿
正
殿
復
原
工
事
を
開
始
し
た
。
そ
の
復
原
工
事

自
体
、
で
き
る
だ
け
奈
良
時
代
の
材
料
、
加
工
法
、
道
具
、
技

術
、
技
法
で
の
復
原
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
可

能
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
匠
の
技
の
存

在
が
あ
る
、
と
窪
寺
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　

何
代
に
も
わ
た
っ
て
古
建
築
の
修
理
に
携
わ
っ
て
き
た
宮
大
工

の
末
裔
た
ち
が
、
出
土
品
や
絵
図
な
ど
か
ら
復
原
さ
れ
た
道
具
を

駆
使
し
て
、
当
時
の
技
法
で
木
を
削
り
、
磨
き
、
孔
を
う
が
ち
、

柱
を
立
て
、
梁
を
渡
し
、
組
み
上
げ
て
い
く
。
尾お

だ
る
き

垂
木
な
ど
に
取

り
付
け
た
金
具
や
彩
色
も
同
様
だ
。
さ
ら
に
瓦
職
人
が
奈
良
時
代

の
製
法
に
習
い
、
大
極
殿
周
辺
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
基
づ
い
て

焼
い
た
瓦
を
葺
い
て
い
く
。
左
官
が
往
時
の
工
法
を
再
現
し
て
土

を
こ
ね
、
壁
を
塗
り
、
よ
う
や
く
完
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存
、
修
復

　

奈
文
研
の
取
り
組
み
は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
近
年
、
海
外
で
の

共
同
調
査
研
究
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
好
例
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
終
結
後
の
一
九
九
三
年
か
ら
、
奈
文
研
で
は

世
界
の
研
究
機
関
と
と
も
に
現
地
の
文
化
財
保
存
組
織
と
の
共
同

研
究
や
人
材
交
流
、
人
材
育
成
に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で

〇
二
年
か
ら
現
地
組
織
と
取
り
組
ん
だ
の
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

内
の
西
ト
ッ
プ
寺
院
の
共
同
研
究
事
業
で
あ
る
。

　

西
ト
ッ
プ
寺
院
は
、
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
機
関
の
調
査
で

十
世
紀
頃
創
建
さ
れ
た
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
奈
文
研
に
よ
る

発
掘
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
同
遺
跡
が
十
三

世
紀
頃
に
仏
教
寺
院
と
し
て
再
興
さ
れ
、
十
四

〜
十
五
世
紀
に
は
仏
教
施
設
を
増
設
。
以
後
、

地
元
の
人
々
の
信
仰
の
場
と
し
て
存
続
し
て
き

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
規
模
は
小

さ
い
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
で
も
か
な
り
重
要

な
発
見
で
あ
る
。

　

九
三
年
以
来
カ
ン
ボ
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す

る
、奈
文
研
・
飛
鳥
資
料
館
学
芸
室
長
の
杉
山 

洋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
、
と
り
わ
け
ア
ン
コ
ー
ル
・

ワ
ッ
ト
は
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
実
際
、
調
査
中
、
西
ト
ッ
プ
寺
院
に
近
所
の
お
ば
さ
ん
が
線

香
を
供
え
に
来
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
が
信
仰
の
場
と
し
て
〝
生

き
て
い
る
〞
こ
と
を
実
感
す
る
、
と
い
う
。

　

但
し
、
西
ト
ッ
プ
寺
院
の
一
部
に
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
り
、
奈

文
研
で
も
修
復
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
き

た
。
既
に
現
地
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
奈
文
研
で

研
修
を
受
け
た
現
地
の
若
者
が
文
化
財
保
護
分
野
で
活
躍
し
始
め

た
。
近
い
将
来
、
彼
ら
が
中
心
に
な
っ
て
、
文
字
ど
お
り
、
国
民

の
文
化
遺
産
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
調
査
研
究
や
保
存
、
修
復
事

業
を
推
進
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
「
奈
文
研
が
こ
れ
ま
で
国
内
の
調
査
・
研
究
で
培
っ
て
き
た
技

術
、
経
験
を
、
今
後
も
っ
と
海
外
の
新
興
諸
国
と
の
文
化
協
力
、

文
化
貢
献
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
杉
山
さ
ん
は
抱
負
を
語
る
。

3

❶アンコール遺跡内の西トップ寺院の発掘調査　❷現地事務所において出土遺物の整理を行う調査員たち　（❶❷とも、奈良文化財研究所提供）
❸奈良文化財研究所がカンボジア国内で共同発掘調査を行った窯跡の復原模型を確認する杉山 洋さん

❹大極殿正殿に掛けられる扁額（へんがく）の文字を検討する窪寺 茂さん
❺平城宮跡内の遺構展示館で公開されている、奈良文化財研究所制作の大極殿復原模型（10分の１縮尺）
❻復原中の、大極殿正殿の屋根を支える尾垂木（おだるき）木口金具の取り付け（提供：文部科学省）

平城宮跡の南端に復原された朱雀門



世界に誇る生活文化、
国際観光都市・京都西陣からの発信

2930 西陣織会館２階の実演コーナー。ジャカード式手機で西陣帯を織る

観
光
客
を
魅
了
す
る
確
か
な
技
と
艶
や
か
さ

　

京
都
市
上
京
区
の
西
陣
織
会
館
の
二
階
に
上
が
る
と
、
奥
か
ら

カ
タ
カ
タ
、
タ
ン
タ
ン
と
い
う
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
機は
た
お
り織
の
音
が
聞
こ

え
て
き
た
。近
づ
く
と
、大
き
な
ジ
ャ
カ
ー
ド
式
手て
ば
た機
の
前
に
座
っ

た
手
織
の
名
手
・
藤
原
弘
子
さ
ん
が
、
焦
げ
茶
地
に
金
箔
の
模
様

を
織
り
込
ん
だ
シ
ッ
ク
な
帯
を
軽
や
か
な
手
つ
き
で
織
っ
て
い

た
。
足
元
の
踏ふ
み
ぎ木
を
踏
む
ご
と
に
、
無
数
の
経た
て
い
と糸
が
上
下
し
、
そ

の
間
に
、
緯よ
こ
い
と糸
を
巻
き
込
ん
だ
舟
形
の
杼ひ

が
投
げ
込
ま
れ
、
タ
ン

タ
ン
と
筬お
さ

を
打
ち
こ
ん
で
、
緯
糸
を
詰
め
て
い
く
。
見
と
れ
て
い

る
と
、
一
階
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
多
く
の
観
光
客

が
取
り
囲
む
な
か
、
艶
や
か
な
着
物
シ
ョ
ー
が
始
ま
っ
た
。

　

西
陣
織
工
業
組
合
相
談
役
の
早
瀬 

勝
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
西
陣

織
会
館
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
昨
年
三
月
末
ま
で
の
一
年
間
で

五
十
五
万
人
余
り
。「
こ
の
数
年
、
中
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
急

増
し
、
来
館
者
の
約
四
割
。
日
本
人
は
約
二
五
％
。
残
り
が
韓
国

や
東
南
ア
ジ
ア
、
欧
米
な
ど
の
方
々
で
す
」。
と
り
わ
け
海
外
か

ら
の
観
光
客
に
好
評
な
の
が
、
日
に
何
度
も
開
催
さ
れ
る
着
物

シ
ョ
ー
で
あ
る
。
花
鳥
風
月
な
ど
豊
か
な
四
季
を
意
匠
化
し
、
優

れ
た
染
と
織
の
技
術
を
駆
使
し
て
つ
く
ら
れ
、
ま
た
着
古
し
た
あ

と
も
仕
立
て
直
さ
れ
何
度
も
甦
る
着
物
は
、
環
境
と
の
共
生
の
な

か
で
生
ま
れ
、発
展
し
て
き
た
日
本
の
生
活
文
化
の
象
徴
と
し
て
、

ア
ジ
ア
や
欧
米
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
人
々
を
虜
に
し
て
き
た
。
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も
ち
ろ
ん
、西
陣
織
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
、二
階
の
実
演
コ
ー

ナ
ー
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
機
の
機
織
や

綴つ
づ
れ
お
り
織
だ
け
で
な
く
、
刺
繍
や
鹿か
の
こ
し
ぼ
り

の
子
絞
、
さ
ら
に
は
精
巧
な
竹
細

工
を
駆
使
し
た
筬
づ
く
り
の
実
演
ま
で
あ
る
。
ま
た
希
望
者
は
小

紋
や
浴
衣
、
あ
る
い
は
憧
れ
の
舞
妓
芸
妓
の
衣
装
や
十
二
単
の
着

付
け
体
験
も
で
き
る
。

　

西
陣
織
工
業
組
合
が
観
光
客
向
け
に
着
物
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
始
め
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
万
博

に
関
連
し
て
急
増
し
た
観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
そ
の
六
年
後
に
現
在
の
西
陣
織
会
館
を
建
て
、
生
活
文
化
の

欧
米
化
な
ど
で
落
ち
込
み
が
目
立
っ
て
い
た
西
陣
織
を
は
じ
め
と

し
た
和
装
業
界
の
テ
コ
入
れ
の
た
め
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
充
実

さ
せ
て
い
っ
た
。

着
物
文
化
の
継
承
と
職
人
育
成
に
賭
け
る

　
「
二
日
前
、
近
く
の
中
学
校
へ
着
物
を
持
っ
て
行
き
、
着
付
け

を
し
、
体
育
館
の
中
を
二
時
間
ほ
ど
歩
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

近
の
お
母
さ
ん
は
着
物
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
多
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
若
い
人
に
着
物
の
良
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
着
物
を
着

る
と
、
背
筋
も
伸
び
て
気
持
ち
も
シ
ャ
キ
ッ
と
す
る
で
し
ょ
」

　

着
物
人
口
の
減
少
に
危
機
感
を
募
ら
せ
る
早
瀬
さ
ん
た
ち
は
、

修
学
旅
行
が
途
絶
え
る
冬
場
、
京
都
市
内
の
中
学
校
へ
出
向
い

て
、
着
物
体
験
や
手
織
り
体
験
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
注
い
で

い
る
。

　

結
局
、
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
和
装
業
界
の
低
迷
は
著
し
い
が
、

ず
っ
と
昔
か
ら
浮
き
沈
み
は
激
し
か
っ
た
ん
で
す
、
と

早
瀬
さ
ん
は
言
う
。

　

例
え
ば
、
平
安
時
代
以
降
、
着
実
に
発
展
し
て
き
た
京
都

の
絹
織
物
業
者
た
ち
は
、
室
町
時
代
、
応
仁
の
乱
で
大
き
な
被

害
を
受
け
、
堺
な
ど
の
新
興
都
市
に
疎
開
。
そ
こ
で
中
国
の
最
新

織
物
技
術
を
吸
収
。
応
仁
の
乱
終
息
後
に
京
都
に
戻
り
、
西
軍
の

陣
地
跡
に
居
着
い
て
（「
西
陣
」
の
起
源
）、
新
た
な
織
物
文
化
を

開
花
さ
せ
た
。
や
が
て
江
戸
時
代
に
な
っ
て
隆
盛
を
極
め
た
が
、

江
戸
時
代
後
期
に
火
災
や
凶
作
、
新
興
産
地
の
台
頭
な
ど
で
つ
ま

ず
き
、
明
治
維
新
後
、
首
都
が
東
京
に
な
っ
た
こ
と
が
追
い
打
ち

を
か
け
て
大
不
況
を
経
験
。
そ
の
直
後
、
西
陣
か
ら
技
術
者
三
人

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
。
彼
ら
は
、
当
時
最
新
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
や

バ
ッ
タ
ン
式
機
織
機
械
を
西
陣
に
導
入
し
て
技
術
力
を
高
め
、
再

び
活
気
を
取
り
戻
す
。
戦
時
中
、
贅
沢
禁
止
で
息
を
ひ
そ
め
て
い

た
西
陣
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
、「
ガ
チ
ャ
万
」（
ガ
チ
ャ
ッ
と

織
る
ご
と
に
万
円
単
位
で
儲
か
る
こ
と
）景
気
に
沸
く
な
ど
、ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　
「
現
在
、
不
況
と
い
っ
て
も
、
組
合
に
は
六
百
社
近
く
が
加
盟

し
て
お
り
、
織
り
手
も
ま
だ
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
問
題
は
、

杼
や
筬
な
ど
機
織
道
具
の
職
人
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
れ
な
い
こ

と
で
す
」。
今
後
、
組
合
が
中
心
に
な
っ
て
後
継
者
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
く
、
と
早
瀬
さ
ん
は
決
意
を
語
る
。
応
仁
の
乱
や
明
治

維
新
、
太
平
洋
戦
争
な
ど
、
業
界
存
亡
の
危
機
を
世
界
と
の
交
流

の
な
か
で
乗
り
越
え
て
き
た
西
陣
。
人
材
登
用
の
可
能
性
が
高
ま

る
不
況
期
こ
そ
、新
た
な
活
路
を
切
り
拓
く
好
機
か
も
し
れ
な
い
。

❶西陣織会館２階の実演コーナー　❷国際観光都市・京都。祇園・花見小路の外国人観光客　❸西陣地区の、風情ある昔ながらの街並み ❹西陣織会館での着物ショー　❺機織で、緯糸を詰める竹筬（たけおさ）づくり　❻金糸で刺繍がほどこされる西陣帯

杼（ひ）
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宇宙へ飛び立つ小さな世界一技術 
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製
造
業
の
夢
と
志

 

「
打
ち
上
げ
一
分
前
で
す
」

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
中
継

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、東
大
阪
市
役
所
西
隣
、

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
三
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
流
れ

た
。
待
機
す
る
約
三
百
人
の
人
々
は
、
一
瞬
、
息
を
詰
め
て
中
継

大
画
面
を
見
つ
め
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
と「
…
５
、４
、３

…
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
十
三
日

午
後
〇
時
五
十
四
分
、
オ
レ
ン
ジ
の
炎
と
白
煙
、
轟
音
と
と
も
に
、

雷
観
測
衛
星
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
１
（
ま
い
ど
１
号
）」
を
載
せ
た

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
15
号
機
が
飛
び
立
つ
と
ホ
ー
ル
内
に
歓
声
が

沸
き
、
拍
手
の
波
が
広
が
っ
た
。

　
「
最
初
に
夢
。
で
も
夢
だ
け
や
っ
た
ら
あ
か
ん
。
志
が
い
る
。

最
後
ま
で
夢
と
志
を
持
っ
て
あ
き
ら
め
ず
、
成
功
す
る
ま
で
や
り

続
け
る―

―

。
私
、
こ
れ
を
成
功
の
方
程
式
、
言
う
て
ま
す
」。

東
大
阪
宇
宙
開
発
協
同
組
合
（
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
の
専
務
理
事
、
棚

橋
秀
行
さ
ん
は
、
八
年
越
し
の
衛
星
開
発
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

そ
う
言
っ
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
設
立
は
○
二
年
十
二
月
。不
況
と
産
業
の
空
洞
化
、

後
継
者
難
な
ど
に
苦
し
む
大
阪
の
製
造
業
を
活
気
づ
け
、
若
い
世

代
を
育
て
る
た
め
に
、
東
大
阪
を
は
じ
め
大
阪
府
内
の
中
小
企
業

の
〝
お
っ
ち
ゃ
ん
〞
た
ち
が
集
ま
り
、
未
知
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。翌
〇
三
年
十
月
、Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
事
業
を
受
託
。
東
京
大
学
の
中
須

賀
真
一
教
授
が
提
唱
す
る
汎
用
小
型
衛
星
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｔ
」
の

実
用
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、
衛
星
の
設
計
・
運
用
を
学
ぶ

基
礎
実
証
モ
デ
ル
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
１
」
と
軌
道
上
の
実
証
を
行

う
発
展
実
証
モ
デ
ル
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
２
」
を
開
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
１
の
基
本
技
術
は
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
提
供
。
衛
星
の
シ
ス
テ
ム
設
計
は
大
阪
府

立
大
学
に
、
雷
観
測
機
器
開
発
は
大
阪
大
学
に
依
頼
。
衛
星
を
構

成
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
無
線
機
、
衛
星
構
体
、
ス
ピ
ン
ア
ッ

プ
ホ
イ
ー
ル
、
中
央
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｌ
Ａ
参
加
企
業
の
開
発
と
決
ま
っ
た
。

〝
お
っ
ち
ゃ
ん
〞
と
〝
若
手
〞
が
力
を
合
わ
せ
る

　

東
大
阪
発
の
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
な
注
目
を
集

め
、
す
ぐ
に
取
材
や
講
演
依
頼
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
は

中
小
企
業
の
寄
り
合
い
所
帯
、
当
初
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に
乏
し

く
、
話
題
先
行
ば
か
り
で
実
際
の
開
発
計
画
は
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
〇
五
年
二
月
、
新
体
制
を
確
立
。
各
社
、
若
手
社
員
を
積

極
登
用
し
て
開
発
チ
ー
ム
を
二
組
に
分
け
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
１
と

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
２
の
開
発
に
同
時
並
行
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
衛
星
機
器
開
発
の
技
術
的
課
題
は
大
き
か
っ
た
。

 

「
宇
宙
に
行
く
時
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
激
し
い
振
動
に
耐
え
、
さ
ら
に

真
空
で
、
温
度
も
日
照
時
は
百
℃
を
超
え
、
日
陰
時
は
マ
イ
ナ
ス

数
十
℃
と
い
う
過
酷
な
宇
宙
空
間
で
故
障
せ
ず
動
か
な
い
と
い
け
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分
後
に
地
上
で
確
認
さ
れ
（
打
ち
上
げ
成
功
）、
正
式
に
「
ま
い

ど
１
号
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　
「
若
手
が
頑
張
る
姿
を
見
て
、
我
々
も
頑
張
ら
な
あ
か
ん
、
と

い
う
思
い
が
強
か
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
専

門
的
な
技
術
を
さ
ら
に
磨
き
、
深
く
、
広
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
で

き
る
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
世
界
的
な
不

況
で
も
中
小
企
業
が
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
」

　

そ
う
言
っ
て
、
棚
橋
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
理
念
「
夢
で
始

ま
り
、
情
熱
を
結
集
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
社
会
を
創
る
」
を
諳そ
ら

ん

じ
た
。
彼
ら
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
。

●

　

地
域
の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
、
世
界
的
喝
采
を
浴
び
て
人
々
の

〝
誇
り
〞
と
し
て
息
づ
く
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」、
千
三
百
年
の

時
を
超
え
て
実
現
す
る
奈
良
・
平
城
宮
跡
の
「
大
極
殿
復
原
」、

戦
乱
や
社
会
の
変
化
を
乗
り
越
え
て
日
本
の
高
度
な
織

物
技
術
を
生
み
、
伝
え
、
広
め
て
き
た
「
西
陣
」、

大
阪
の
中
小
企
業
の
〝
お
っ
ち
ゃ
ん
〞
が
宇
宙

に
挑
ん
だ
雷
観
測
衛
星
「
ま
い
ど
１
号
」
打

ち
上
げ―

―

地
域
に
根
づ
く〝
関
西
の
底
力
〞

こ
そ
、
先
の
見
え
な
い
深
刻
な
不
況
を
脱
し
て
、
関
西
に

新
た
な
〝
夢
〞、〝
活
力
〞、〝
発
展
〞
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
る

に
違
い
な
い
。

取
材
・
撮
影
／
伊
田
彰
成　

編
集
／
田
窪
由
美
子

な
い
」
と
棚
橋
さ
ん
。
バ
ッ
テ
リ
ー
試
験
、衛
星
と
の
通
信
実
験
、

宇
宙
用
は
ん
だ
付
け
実
技
試
験
と
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ハ
ー
ド
ル
は
幾
つ
も
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
参
加
企
業
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
認
定
工

場
と
し
て
高
度
な
航
空
機
部
品
の
加
工
技
術
を
誇
っ
た
り
、
マ
イ

ク
ロ
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
宇
宙
開
発
事
業
団
の

宇
宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
を
受
賞
し
た
り
す
る
、
技
術
力
に
優
れ
た

中
小
企
業
の
集
団
だ
。
意
欲
的
な
若
手
技
術
者
が
着
実
に
腕
を
磨

い
て
衛
星
開
発
の
成
果
を
上
げ
、
〇
五
年
に
は
フ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル

を
製
作
。
以
後
、
数
々
の
試
験
を
ク
リ
ア
し
て
完
成
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｌ
Ａ
‐
１
は
、
〇
八
年
八
月
末
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

へ
搬
送
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
〇
九
年
一
月
二
十
三
日
、
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
衛
星

「
い
ぶ
き
」
に
伴
う
副
小
型
衛
星
の
一
つ
と
し
て
種
子
島
か
ら
宇

宙
へ
飛
び
立
っ
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
Ａ
‐
１
の
発
す
る
電
波
が
、
約
四
十
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❺次期衛星（実証モデル）に搭載される電源回路の試験
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